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トップス広島感謝祭 2018 

JTサンダーズは 5月の黒鷲旗が終了後 OFFに入り 5月 28日よりチーム再始動した。チームは地域のスポーツ振

興と発展につながることを目的として、各地で「バレーボール教室」を開催している。広島市、呉市での小学校へ

の体育授業に参加や各自治体主催のバレー教室を行った。その数はこの 1か月の間に何と 36個にも及んだ。  

その他にも、JTサンダーズは熊本地震や東日本大震災復興支援の取り組みの一環として、東北と熊本の地域社会

の復興・再生・活性化に貢献したいとの想いに賛同し、熊本地震、東日本大震災復興支援「JT応援プロジェクト」

としてバレーボール教室を 2018年 5月から実施し、選手、スタッフは日々子どもたちの笑顔のために、バレーボ

ールを通じてコミュニケーションをとっている。  

そんな JTサンダーズは 2018/2019シーズン 4年ぶり優勝に向け充電中だ。 

 

再始動！1 か月で 36 個ものバレー教室 

 

7 月 1 日（日）にマエダハウジング東区スポーツセンターでＮＰＯ法人広島トップスポーツクラブネットワーク

主催のトップス広島感謝祭 2018が開催された。今回の対象者は、広島県内在住の小学生 1年生～6年生だった。当

日は、参加者の小学生だけで約 170名の方に参加いただいた。 

トップス感謝祭の内容は、JTサンダーズが「2対 4のミニゲーム」、広島メイプルレッズ・ワクナガレオリックが

「ハンドソープボール」、広島ガスバドミントン部が「シャトル的当てゲーム」、NTT西日本ソフトテニス部が「ソフ

トテニスボール的当てゲーム」、コカ・コーラレッドスパークスが「ホッケーボール的当てゲーム」、中国電力陸上

競技部が「陸上教室」、広島東洋カープが「バッティングチャレンジ」、サンフレッチェ広島が「展示会」を行った。

普段触れ合うことの少ないスポーツを体験できまた、イベントブースに選手と広島東洋カープのマスコットである

スライリーが来てくださり大いに盛り上がった。 

その後、各選手とスライリーによるサイン会が行われた。サイン会では、参加者がサインをしてもらいたい物を

持参しそれに選手がサインをした。最後に、抽選会が行われた。抽選会は、各チームが提供してくださった景品を

使用した。サプライズで、サンフレッチェ広島から選手のサイン入り試合球を 1名にプレゼントした。 

 今回のイベントは、子供たちと選手の笑顔溢れるいいイベントだった。来年のトップス広島感謝祭の開催を期待

したい。 

 

トップス広島感謝祭 集合写真 ミニゲームをする子供と選手たち 
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7月 1日（日）に北海道函館市にて 2018年函館マラソン大会が開催され、ハーフマラソンの部に中国電力陸上競

技部から岡本直己選手、清谷匠選手、兼実省伍選手が出場した。3選手とも 8位入賞を目指しスタートを切った。  

この距離を得意とする岡本選手が終始積極的な走りをみせ、トップ集団と熾烈な先頭争いを行い繰り広げた。残

り 1kで先頭をゆずってしまうが、先頭から 7秒差の 1時間 02分 21秒の総合 4位、日本人 2位でゴールした。  

清谷選手は 15k地点で先頭集団から遅れてしまい１時間 04分 07秒の総合 16位、兼実選手は流れに乗れず 1時間

05分 21秒の 25位でゴールした。3選手の今年度前期の最大の目標は 8月の北海道マラソン。   

今回の函館ハーフマラソンでの課題を次に生かし好成績を収めることを期待したい。 

 陸上部結果  

■日時     2018年 7月 1日(日)  

■場所     函館市千代台公園陸上競技場（北海道函館市）  

■結果     ハーフマラソンの部  

1)ポール・クイラ   （コニカミノルタ）   1時間 02分 21秒  

2)チャールズ・ドゥング（小森コーポレーション）1時間 02分 23秒  

3)大六野 秀畝    （旭化成）      1時間 02分 24秒  

4)岡本 直己     （中国電力）     1時間 02分 28秒  

16)清谷 匠      （中国電力）     1時間 04分 07秒  

25)兼実 省吾    （中国電力）   1時間 05分 21秒 

 

２０１８年函館マラソン 岡本直己選手 4 位入賞 

 

 サンフレッチェ広島は明治安田生命 J1リーグの第 15節を終え、12勝 1分 2敗の勝ち点 37を獲得し、2位の FC

東京に勝ち点差 9をつけ首位で中断期を迎えた。リーグ戦再開後さらに攻撃力・得点力をあげるために、メルボル

ン・ビクトリー（オーストラリア）より、べサルト・ベリーシャ選手を完全移籍で獲得した。ベリーシャ選手は

1985年生まれの 32歳。身長 184センチメートルの長身 FWの選手であり、2011年からは Aリーグ（オーストラリ

ア 1部）でプレーをし、通算 171試合出場、106得点を挙げ、2度の得点王を獲得する活躍をしてきた。ベリーシ

ャ選手は「サンフレッチェ広島でプレーする機会を得ることができ、とてもうれしく思います。豊かな歴史と素晴

らしいファンを持つクラブで、城福監督のもとで働くこと、新たなチームメートに会えることも楽しみにしていま

す。サンフレッチェが多くのトロフィーを勝ち取ることに貢献し、多くのゴールを決めてファンの方々と喜び合い

たいと思います」とコメントした。  

 再開後、各チームがサンフレッチェ広島に対して対策を講じてくることが予想され、現在 10得点を挙げている

パトリック選手に対しては、激しくマークされることが考えられる。これまで同様、チーム全員のハードワークで

勝ち点を獲得しいくという事に変わりはないが、このまま上位で戦っていくためにも、ベリーシャ選手の活躍に期

待したい。  

 

べサルト・ベリーシャ選手が新加入！  

 

広島には今多くのスポーツ団体がある。今その各スポーツ団体がそのスポーツを広島の方々に知ってもらう

ためにいろいろなイベントを行っている。  

広島ガスバトミントン部では、6月 22日（金）に似島学園小学校の生徒 17人、27日（水）に中筋小学校の

生徒 133人、28日（木）に志屋小学校の生徒 13人と 3校の小学校の生徒が広島ガスバトミントン部の選手たち

と講習会を行った。最初に選手が実際にシャトルを打ち、一つひとつのショットの紹介を行ったあとにスマッ

シュの速さを体感してもらった。あまり体験したことのないスマッシュの速さに驚く声がたくさん聞こえて、

驚く子供たちがたくさん。その後はラケットの握り方・振り方を指導し、シャトルを打つ練習を行った。講習

を受けた方々が真剣に取り組んでくれたので、どんどん打てるようになって喜んでいる姿をたくさん見ること

ができ、広島ガスバトミントン部の選手たちもとても喜んでいた。今後も、講習会を通して、地域のスポーツ

振興およびバドミントン競技の普及を図っていきたいと思っている。 

 

バトミントンを知ってもらおう！！ 
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先日 5月 25日（金）～5月 27日（日）の 3日間マツダスタジアム

10周年イベントとして、「傘まつり」「紙花まつり」が行われた。

「傘まつり」はアゲダ市、「紙花まつり」はカンポマイオール市とそ

れぞれポルトガル共和国で行われているまつりをモチーフにして行わ

れ、本場さながらのお祭りの雰囲気を味わうことができた。    

セレモニーにはポルトガル共和国特命全権大使 フランシスコ・エ

ステヴェス氏、広島市市長 松井 一實氏、カンポマイオール市市長、

リカルド・ピニェイロ氏、アゲダ市副市長、エディソン・サントス

氏、日本ポルトガル協会会長（元在ポルトガル駐在大使）四宮 信隆

氏が参加した。広島駅からマツダスタジアムに続く 200mのプロムナ

ードでは傘まつりが行われ、頭上に数千本のカラフルな傘でいっぱい

に埋め尽くされた。一方マツダスタジアム正面で行われた紙花まつり

は、カンポマイオール市の現地の方々の手作りによる紙花が飾られ、

とても美しいトンネルを作りだした。    

綺麗に彩られたマツダスタジアムは来てくれた方々を魅了し、楽し

ませてくれた。 

 

マツダスタジアム 10 周年イベント！ 

数千本のカラフルな傘 

ハンドボールの世界大会、JAPAN CUP2018が 6月の 23日土曜日に群馬県の高崎市でポーランドを迎えた 1戦が

行われた。広島メイプルレッズからは、ゴールキーパーの板野 陽(みなみ)選手、ポストの堀川 真奈選手の 2選

手が選出された。  

前回のポーランドとの１戦は 26対 25で日本にとっては絶好のリベンジの機会となった。  

試合は前半からポーランド攻撃陣に攻め込まれるも、注目のゴールキーパー12番の板野選手の好セーブもあり、

11対 13で前半を終える。  

後半に入っても板野選手の好セーブが炸裂し徐々に勢いを増した織姫 JAPANが 26対 20で見事ポーランドにリベ

ンジを果たすことができた。今後もメイプルから世界に羽ばたく 2選手の活躍に目が離せない。  

広島メイプルレッズは、5月 16日から 20日に行われた社会人選手権では惜しくも 4位という結果に終わってし

まった。  

しかし、木村 有沙選手が新人賞を受賞するなどこれからのメイプルレッズの起爆剤になってくれること間違いな

しだ。 

 

メイプルレッズから 2 選手が、日本代表へ  

 

6月 18日(月)～22日(金)にかけて中国台州市にてチャイナカップ国際大会が開催された。18日が団体戦、19日が

ダブルス、21日と 22日がシングルスという日程で開催された。  

18日の団体戦、NTT西日本ソフトテニス部は、予選リーグで台湾代表 Bチームと韓国ソウル支庁を下し、決勝トー

ナメントに進出した。決勝トーナメントの初戦で日本代表 U-20を下し、迎えた準決勝。対するは元国家代表を 6人

擁する韓国タルソン群庁。1番手の村田匠選手・林大喜選手ペアが世界王者相手に善戦するも惜しくも敗戦。2番手

船水雄太選手は世界 2位の選手を相手に気迫溢れるプレーで 4-0と圧倒した。3番手の村上雄人選手・長江光一選手

のペアが韓国の猛攻を凌いで勝利。NTT西日本ソフトテニス部は初出場で決勝に進出した。決勝の相手は今夏のアジ

ア競技大会にも出場する台湾代表 Aチーム。1番手の丸中大明選手・水澤悠太選手ペアは相手エースの前に敗戦。2

番手の船水雄太選手も何度も相手にマッチポイントを握られる展開になったが、粘りのプレーで大逆転勝利を収め

た。3番手の村上雄人選手・長江光一選手ペアは最後まで集中力を切らさず台湾ペアを圧倒した。NTT西日本ソフト

テニス部は初出場で初優勝を果たした。  

6月 19日のダブルスでは、準決勝で村上雄人選手・長江光一選手ペア対丸中大明選手・水澤悠太選手ペアの同門対

戦となった。シーソーゲームとなったゲームは、村上雄人選手・長江光一選手ペアが制し、決勝へ。決勝の相手は、

韓国のタルソン群庁。序盤は苦戦を強いられるものの、逆転で退け、金メダル。長江光一選手は２冠目となった。  

6月 21、22日のシングルスでは、長江光一選手と船水雄太選手の同門対決となった。ファイナルゲームまでもつれ

た激戦を長江光一選手が制し、決勝に進出した。決勝戦では、台湾代表選手を一蹴し、長江光一選手が貫禄の金メダ

ルで３冠目を達成。ミックスダブルスには不参加だったが、それでも 4種目中 3種目で優勝と強さを見せつけた NTT

西日本ソフトテニス部。8月のアジア競技大会に向けて、良い弾みとなった 

 

チャイナカップ初出場で初頂点！ 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆選手紹介コーナー☆ 

各チームの１推し選手を紹介します。 

↓担当者からのコメント 

 編集協力 広島経済大学 興動館 

スポーツによる地域活性化プロジェクト 4 

生年月日 1996年 2月 14日 

身 長  174cm 

血液型  AB型 

出身地  愛知県 

 

広島ガスバドミントン部 

高円宮牌 2018ホッケー日本リーグ第 4節が 6月 8日(金)〜10日

(日)に川崎重工ホッケースタジアムおよび滋賀県立伊吹運動場で開

催された。  

1日目、グラクソ・スミスクライン Orange Unitedと対戦したレッ

ドスパークスは序盤から果敢に攻め込むが、グラクソの堅い守備を

前になかなか得点を決めることができない。思うように試合が進め

られない中、第 2クォーターにグラクソに先制点を許してしまう。

リードを許すも反撃を見せるレッドスパークスは藤井選手の放った

ボールが相手のスティックに当たって高々と上がり、ゴール前でポ

ジショニングを取っていた山田選手が見事なダイレクトシュートで

合わせ、試合を振り出しに戻す。その後、第 4クォーターに両チー

ム 1点ずつ追加点を取り、結果、2―2の引き分けで試合を終えた。  

2日目は東海学院大学との対戦。第 1クォーターに河村選手がリバ

ースヒットシュートを豪快に決め、レッドスパークスが先制点を取

るが、その後、東海学院大学にペナルティーコーナーからシュート

を決められ失点してしまう。しかし、ここからレッドスパークスの

怒涛の攻撃が始まり、第 2クォーター、第 3クォーターに 2点ずつ

追加点を決め一気に点差を広げる。東海学院大学に１点を返される

ものの最後までレッドスパークスペースで試合が進み、6-2で勝利し

た。  

1stステージの最終戦となる 3日目は、聖泉大学と対戦。この日も

レッドスパークスのプレーが冴えわたる。攻撃と守備双方とも相手

より上回ったプレーで着実に得点を重ねる。第 4クォーターに入っ

てもその勢いは止まらず、開始直後サークル内での混戦で、金藤選

手がこぼれ球を押し込み得点。その後、加藤選手が連続得点を決め

る。聖泉大学に力の差を見せつけたレッドスパークスは 6－1で勝利

した。  

 

北陸電力福井体育館フレア・永平寺緑の村ふれあいセン

ターにて 5月 16日（水）から 20日（日）にかけて「高松

宮記念杯 第 8回全日本社会人ハンドボール選手権大会」が

開催された。湧永製薬は初戦、北陸電力と対戦した。前半

は 12対 8とリードしていたが、後半に北陸電力の川島選手

の速攻で追いつかれ、そして池上選手の３得点によりリー

ドを奪われた。 

前半はリードしていたが、後半で 10対 16と逆転され、

24対 22で惜しくも敗れてしまった。しかし 9位－12位決

定戦の対八光自動車では、45対 9と圧勝、次いで 9位－10

位決定戦の対 HONDA戦では、32対 17で勝利し、この大会を

9位という成績で終えた。初戦負けの負けが僅差であったた

め、悔しい結果となった。 

次の大会では今回の順位を上回るように頑張ってほし

い。  

 

コカ・コーラレッドスパークス 2 位で 2nd ステージ

へ！ 

 

これで 1stステージ 9戦を終え、７勝１分１敗で

勝ち点 22となったレッドスパークスは 2位で 2ndス

テージへと進むこととなった。10月に開催される

2ndステージでもさらなる活躍を期待したい。 

 

高松宮記念杯第 8 回 

全日本社会人ハンドボール

選手権大会！ 

山藤 千彩選手 

長身から繰り出す角度

あるショットに注目し

てください。 

プッシュを放つ田中泉樹選手 

勝利を喜ぶ選手たち 


